
７ 慢性腎疾患（CKD）啓発事業  

        
 

１ 目的、趣旨等 

 平成２０年度からメタボリックシンドロームに着目した健診・保健指導が始ま

っているが、これと同様に慢性腎疾患（CKD）が国内外から注目されている。しか

し、メタボリックシンドロームという言葉はよく知られているが、CKD（慢性腎疾

患）は一般住民には認知されていない。 

腎臓病の初期は何ら症状もなく、放置したままであると手遅れになり、腎機能

低下を起こす恐れがあるので、CKD 対策に取り組むためには、CKD の認知度を上昇

させる必要がある。 
 

２ 事業内容 

（１）ＣＫＤ啓発のためのリーフレットを２種類（一般県民向け、医療機関向け）作

成し配布する。 

   ・一般県民向け 10,000 部 

・医療機関向け  4,600 部 

（２）キャンペーン実施（委託先：愛知腎臓財団） 

一般県民向けに名古屋市の繁華街で街頭キャンペーン及び健康相談を実施する。 

・世界腎臓デー２０１０ 平成 22 年 3 月 6 日（土）ＳＭＢＣ栄                    

 

 

 

 

愛知県ＣＫＤ対策協議会（平成２０年４月２２日設立） 
      会長 松尾清一（名古屋大学医学部附属病院長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防手法・治療手法の確立 

名古屋大学 始め４医大 

 

治療ネットワークの確立 

愛 知 県 医 師 会 

 

 

糖尿病予備群の実態把握・分析 

国 保 連 合 会 

 

県民への広報・啓発 

愛  知  県 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

（愛知腎臓財団） 

 

 

 

 

 

 


